
 

平成２８年度第５回佐久市総合計画審議会 議事録 

 

日 時：平成２８年１１月８日（火） 

                           １０：３０～１１：３０ 

場 所：佐久市役所 南棟 

３階会議室 

 

【出席者】白井会長、佐藤則之委員、岩間委員、依田委員、土屋敏子委員、油井委員、 

秋山委員、柳沢委員、伊坂委員、武重委員、田島委員、花岡委員、 

小林壽夫委員、大池委員、武者委員、石山委員、篠原委員、佐藤和夫委員、 

小林英雄委員、中島委員、美齊津委員 

以上２１名 

【事務局】矢野部長、佐藤課長、若林課長補佐（企画調整係長）、市村企画員、小林主任、

大井主任、山口主任 

 

１ 開 会 

２ 議 事 

（１）第一次佐久市総合計画後期基本計画の進行管理について 

   答申案について説明 

    質疑、意見 

（委員） 目標の進行状況について、８ページの森林整備面積のように、２７年

度の数値が「集計中」となっているものがいくつかありますが、いつ集

計がまとまるのでしょうか。 

 

（事務局） 森林整備面積については、年内にまとまる予定と聞いていますが、ま

だまとまっていません。 

９ページの製造品出荷額についても同様に年内に公表されるかと思

います。 

公表され次第、お知らせしたいと思います。 

 

    答申案について承認いただいた。 

 

（２）第二次佐久市総合計画案について 

    事務局から資料に基づき説明（資料１－１～１－５） 

 

    質疑、意見 

 



 

（委員） 計画案の「はじめに」の４ページに人口についての記載があります

が、６５歳以上を老年人口、その割合を高齢化率としています。 

全国的な問題かと思いますが、今の実態からすると、７０歳、７５

歳位からが「高齢者」に当たるのではないでしょうか。 

６５歳からを高齢者とすることには、少し違和感があるので、区分

を変えていくような方策を佐久市でも考えてみてはどうでしょうか。 

 

（事務局）  そのような意見は他でも聴いています。 

 ６５歳からを高齢者とするのは全国的な統計上の区分であり、国で

なくすということは聞いていませんが、前期高齢者、後期高齢者とい

う区分もあって、後期高齢者である７５歳以上の人口を捉えていこう

としているものもあります。 

 

（事務局） 今回、平成２７年国勢調査の確報が出ましたが、前回の国勢調査と

比べた人口減少の割合について、佐久市は県内７７市町村の中でも、

比較的なだらかなものになっています。 

県内市町村のうち、今回の国勢調査で人口が増加したのは、松本市、

御代田町、南箕輪村のみでした。 

全体の傾向として、年少人口、生産年齢人口は減少して、老年人口

が増加しており、全国にも同じ傾向が見られるかと思います。 

（委員） 新しい総合計画の広報やＰＲはどのように考えているのでしょう

か。 

 

（事務局）  現在の総合計画同様に冊子を作成するほか、市民の皆さんに知って

いただくために概要版を作成して、全戸配布したいと考えています。 

 身近な計画として、市民の皆さんに見てもらえるような計画とした

いと考えています。 

  総合計画の素案について、先月、住民説明会を行いましたが、もっ

と多くの市民の皆さんに関心を持ってもらいたいという思いがあり

ます。 

 二次計画の策定に当たっては、審議会で３２名の委員の皆さんから

多くのご意見をいただくともに、３，０００人を対象とするアンケー

ト調査を行いました。 

 また、昨年度「佐久市まち・ひと・しごと創生総合戦略」を策定し

ましたが、この策定に当たってもアンケート調査や団体インタビュー

を行って、市民の皆さんの意見をお聴きしました。 

 総合戦略の期間が平成２７年度から３１年度までと、前期基本計画



 

の期間とほぼ重なっていることから、総合戦略を着実に実施していく

ことが重要なことの一つだと考えています。 

 また、概要版の全戸配布を行うほか、広報、ホームページを活用す

るとともに、ケーブルテレビやエフエム佐久平を通じて、ＰＲをして

いきたいと考えています。 

  いずれにしても、市民の皆さんに市政を身近に感じていただくこと

が重要だと思います。 

 

（委員）  概要版は簡単で分かりやすいものが良いと思います。 

 字を少なくして、絵を大きくするといった工夫も必要ではないでし

ょうか。 

 

（事務局）  概要版が一番市民とつながっているものだと思いますので、分かり

やすいものになるような工夫をして、意図がしっかり伝わるものとし

ていきたいと考えています。 

  また、市の出前講座についても、策定後には、新計画を紹介するよ

うなものを行っていきたいと考えています。 

 

・計画案について承認いただいた。 

・答申案について承認いただいた。 

 

（３）その他 

   次回の開催予定などについて連絡 

 

３ 閉 会 


